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工
事
安
全
対
策
協
議
会

を
開
催
し
ま
し
た

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
十
一
月
十
六
日
（
金
）

に
茨
城
県
県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

工
事
施
工
等
に
係
わ
る
公
衆
災
害
及
び
労
働
災
害

等
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
か
つ
工
事
施
工
等

従
事
者
の
安
全
衛
生
及
び
職
場
環
境
の
向
上
に
努

め
る
た
め
、
発
注
者
・
受
注
者
双
方
が
一
堂
に
会

し
て
の
「
工
事
安
全
対
策
協
議
会
総
会
」
を
行
い
、

受
発
注
者
双
方
合
わ
せ
て
約
百
二
十
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

昨
年
度
完
成
工
事
の
中
か
ら
特
に
「
安
全
管

理
」
に
つ
い
て
優
秀
で
あ
っ
た
前
記
工
事
に
つ
い

て
表
彰
し
、
受
賞
者
か
ら
安
全
対
策
の
取
り
組
み

（
自
転
車
道
利
用
者
に
対
す
る
安
全
対
策
、
地
下

埋
設
物
に
対
す
る
事
故
防
止
対
策
、
仮
設
ヤ
ー
ド

に
お
け
る
安
全
対
策
等
）
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

施
工
業
者
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
例
を
参

考
に
、
今
後
よ
り
一
層
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
重
点
的
安
全
対
策
に
つ
い
て

▼
筑
西
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
安
全
講
話

え
て
「
労
働
災
害
の
現

状
と
対
策
に
つ
い
て
」

と
い
う
内
容
で
安
全

講
話
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。

労
働
災
害
に
つ
い

て
は
、
全
国
で
そ
の
発

生
件
数
・
死
傷
者
数

が
平
成
二
十
二
、
二
十

三
年
と
二
年
連
続
し

て
増
加
し
て
お
り
、
そ

れ
に
は
「
東
日
本
大
震

災
」
の
影
響
が
大
き
い
、

と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
す
が
、
筑
西
労
働

基
準
監
督
署
管
内
に

お
い
て
も
平
成
二
十

一
年
を
底
に
減
少
傾

向
に
あ
っ
た
も
の
が
、

二
年
連
続
し
て
大
幅

に
増
加
傾
向
に
あ
る

と
の
お
話
で
し
た
。

河
川
管
理
に
携
わ
る
私
た
ち
が
、
大
地
震

に
よ
り
甚
大
な
被
災
に
直
面
し
た
と
き
、
「
堤

防
被
災
の
実
態
は
ど
ん
な
も
の
か
」
「
次
に
備

え
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
が
講

話
の
テ
ー
マ
で
し
た
。

O
B
を
講
師
に

「
所
内
研
修
」
実
施

十
月
三
十
日
（
火
）

地
震
動
を
受
け
る

と
地
中
で
何
が
起
き

る
の
か
。
堤
防
に
な
ぜ

縦
断
亀
裂
や
天
端
の

陥
没
が
発
生
す
る
の

か
。
大
地
震
で
発
生
す

る
液
状
化
や
堤
防
に

お
け
る
支
持
力
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
砂
と
水
を

入
れ
て
作
っ
た
簡
単

な
実
験
装
置
等
に
よ

り
、
液
状
化
等
の
現
象

が
理
解
出
来
る
よ
う

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

振動による沈下支持力低減の実験

被
害
の
実
態
把
握

が
重
要
で
あ
り
、
情
報

が
少
な
く
て
も
、
そ
の

意
味
す
る
所
を
素
早

く
正
確
に
読
み
取
る

能
力
と
、
過
去
に
お
い

て
堤
防
に
被
害
を
与

え
た
地
震
に
学
び
、
科

学
的
知
識
を
身
に
つ

け
、
復
旧
す
る
重
要
性

を
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

３
・
１
１
の
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
大
災

害
が
い
つ
来
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
研
修
に
よ
り
「
そ
の
と
き
何
を
す
る
か
」
に
日

頃
か
ら
備
え
て
い
ま
す
。

★
☆
子
供
た
ち
に
大
好
評
☆
★

建
設
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

伐採木の有効活用展示

起き上がりこぼし作製

水
質
事
故
対
策
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た

鬼
怒
川
・
小
貝
川
通
報
連
絡
セ
ン
タ
ー
（
下
館

河
川
事
務
所
）
で
は
十
一
月
十
三
日
（
火
）
宇
都
宮

市
の
岡
本
頭
首
工
上
流
に
お
い
て
、
鬼
怒
川
・
小

貝
川
流
域
の
自
治
体
等
五
十
名
の
参
加
で
水
質

事
故
対
策
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
か
ら
は
、
今
年
度
の
水
質
事

故
状
況
報
告
、
そ
の
後
栃
木
県
鬼
怒
水
道
事
務
所

の
水
質
課
長
か
ら
「
水
中
に
混
合
さ
れ
た
油
」
と

し
て
講
義
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
義
の
後
に
参
加
者
は
二
班
に
分
か
れ
て
、

の
流
下
防
止
対
策
や
斃
死
魚
の
回
収
な
ど
の
実

働
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

●鬼怒川・小貝川通報連絡センター

国土交通省 下館河川事務所 管理課

TEL：0296-25-2169

河
間
小
学
校
で
出
前
講
座
開
催

「
小
貝
川
・
鬼
怒
川
の
歴
史
と
生
活
に
つ
い
て

十
一
月
一
日
（
木
）
筑
西
市

立
河
間
小
学
校
で
４
年
生
２

６
名
に
、
総
合
学
習
の
一
環

で
小
貝
川
の
水
利
用
・
洪
水

時
の
恐
ろ
し
さ
・
水
の
大
切

さ
等
の
出
前
講
座
を
行
い
ま

し
た
。

大
昔
は
、
筑
西
市
内
も
海

の
中
で
、
小
貝
川
近
く
か
ら

も
ク
ジ
ラ
の
骨
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
等
を
興
味
深
く
聞
い

て
く
れ
ま
し
た
。
説
明
は

○
×
ク
イ
ズ
を
交
え
て
行
い
、

正
解
の
多
か
っ
た
５
人
は
手

作
り
金
メ
ダ
ル
を
も
ら
い
大

喜
び
で
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
で
は
出

前
講
座
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
是
非
ご
利
用
下

さ
い
。

金メダルに大喜び ○×クイズ

▼
平
成
二
十
三
年
度
工
事
安
全
施
工
業
者
表
彰

【
和
田
外
１
地
区
築
堤
工
事
】
（
新
井
土
木
株
式
会
社
）

▼
表
彰
者
に
よ
る
安
全
対
策
の
発
表

「液状化を知る」 今岡 亮司氏「そのとき何をするか！」 佐々木 康氏
十
月
二
十
八
日
（
日
）
に
、

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
に

お
い
て
、
『
建
設
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
２
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
県
内

の
公
共
団
体
や
建
設
産
業

に
係
わ
る
各
種
団
体
が
一

体
と
な
っ
て
、
次
世
代
を

担
う
子
供
た
ち
に
、
普
段

は
近
寄
れ
な
い
建
設
機
械

に
乗
っ
て
、
触
っ
て
、
動
か

す
等
の
体
験
を
と
お
し
て

建
設
産
業
の
魅
力
を
知
っ

て
頂
く
た
め
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
か
ら

は
、
「
伐
採
木
の
有
効
活

用
」
を
展
示
し
、
訪
れ
た
方

に
起
き
上
が
り
こ
ぼ
し
の

作
製
と
、
竹
け
ん
玉
を
実

演
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

例
年
以
上
に
多
く
の
参
加

者
が
あ
り
、
長
蛇
の
列
が

途
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

事
務
局
か
ら
の
平
成
二
十
四
年
度
の
重
点
的

安
全
対
策
に
つ
い
て
の
説
明
を
挟
ん
で
、
筑
西
労

働
基
準
監
督
署
の
安
全
衛
生
課
長
を
講
師
に
迎

◆魚が浮いている ◆油が流れている

◆異臭がする ◆川の色が変である

◆泡が発生している etc…
川の異常を発見したらすぐに下記通報先まで

ご連絡ください！

講義『水中に混合された油』

オイルマット・オイルフェンスの敷設・斃死魚回収

た館宮小
質

事所題油
実て

」
※皆様のご協力、よろしくお願いいたします※ 簡易水質測定


